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蓬
京
大
人
事
垂

・退
官
講
議
は
じ
ま
る

年
が
改
ま
り
、
大
学
は
こ
れ
か
ら
、
往
く
人
、
牧
る
人
の往
来
で
慌

し
いシ
ーズ
ン
を
迎
え
る
が
、
京
大
で
は
今
年
も
三
月
末
で十
四
人
の

教
授
が停
年
を
迎
え
、
退
官
す
る
.

ま
ず、
文学
部
で
は
申
世
哲
学
史
の
ト
マ
ス
・ア
ク
ィ
ナ
ス
の研
究

で
知ら
れる
高
田
三郎
教
授
と
、
倫
理
学
の
島
芳
夫
教
授
が大
学
を
去

ろ
。汁学

部
では
大
石
義
雄
、
猪
熊
兼
繁
の
両
教
授
。
大
石
教授
は
憲
法
.

学
尋攻
で、
故
佐

木々
惣
一博
士
の
新
憲
法
草
案
作
成
に
も参
加、
積

極
的
改
憲
論
者と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
法
制
史
の
猪
熊
教授
は
ま

ロ

た
、
有
職
故実
に
も
通
じ
、
「都
お
ど
り
」
の
構
成
、
考
証
に
腕を
ふ

る
った
ζ
とも
あ
る
.

経
済学
部で
は
、
社
会
思
想
史
で
特
に
中
国
思
想
史
を
專
攻
の穂
積

文
雄
教授
と、
経
済
研
究
所
所
長
で
、
経
済
原
論
の
摩
本誠
二
郎
教授

が
退
官
す
る
.

工
学
部
から
は
藤
本
武
助
,
荒
木
源
太
郎
の
両
教
授
.
流
体
力
学
の

藤
本
教
授
は戦
後、
航
空
工
学
科
の
再
建
を
は
じ
め
と
し
て
、
工学
部

長
、
工
研
所長
な
ど
を
歴
任
し
た
.
荒
木
教
授
は
中
間
子
理
論
導
攻
で

原
子
核
工
学科
の充
契
に
力
を
尽
し
た
。

理
掌
部
で
は、
海
洋
物
理
学
と
陸
水
学
を
專
攻
し
て
、
水
の
動
きと

取
り
組
み
、
戦
前
、揚
子
江
の
研
究
で
築
績
の
あ
った
油
水
碩
一郎
教

授
と
、
地
史
学
研究
の基
礎
を
築
き
、
ア
ジ
ア
大
陸
策
部
の
吉
い地
層

と
取
り
組
ん
だ
松
下進
教
授
が
あ
げ
ら
れ
る
。
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【一

次
に
医
学
部
は丙
科
の
三
宅儀
教
授
と
永
井
秀
夫
教
授
の
二
人
.
三

宅
教
授
は
ホ
ル
モ
ン
の
過
不足
か
ら
起
る
機
能
障
害
を
研
究
し
鳥
日
本

医
師
会
賞
も
受
賞
し
た
内
分
泌
疾患
部
門
の
権
威
で
、
京
大
病
院
長
も

つ
と
め
た
。
永
井
教
授
は
、小
児科
の第
一人
煮
で
、
小
児
の
溶
連
菌

曝
染
症
な
ど
の
研
究
で
優れ
て
いる

敦
擬
部
で
は
エ
ッ
セ
イ
文
掌
の研
究
で優
れ
た
業
績
を
あ
げ
た
山
崎

正
雄
教
授
と
、
ハ
イ
ネ
を
中
心
に
近
世独
文
掌
¢專
政、
グ
リ
ム
、
ア

一

ン
デ
ル
セ
ン
な
ど
の
訳
養
も
ある
杉
山
産
七
敦授
が惜
し
ま
れ
つ
大
学

を
あ
と
に
す
る
。

な
お
、
二
十
日
の
勧
教
授
、
穂
積
教
授
を
皮
切り
に各
教
授
の
温
官

記
念
講
義
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
に
論
文
出
版な
と
の記
念
事

業
も
各
学
部
、
研
究
窪
で
計
圃
さ
れ
て
い
る
。

　

善
戦
及
ば
ず
強
敵

一一

早

稲

田

に

借

敗

.

窟
木
フグ
ビ
ー
部
は
云
る
[日
、
秩
父
ラ
グ
ビ
ー
甥
で
'具
.

　

笛
二副
全
国
鋭
維
ラ
グ
ビ
ー
選
手
構
大
会
で
早
稲
出
に
請
蚊し
た
。

京

大

・

(門

四

伍

早

稲
田

ス

キ

ー

講

習

会

を

開

催

年
々
増
加す
る
ス
ヰ
ー
人
口
に
対
し
体
育
会
で
は
'{,年
展
よ
り
スキ

ー
講
演
会
を開
く
。期
間
は
二
月
二
四
日
か
ら
三
月
一日
ま
で
、
戸狩

ス
キ
ー
場
で、
費
用
は
宿
泊
費
二
、
七
五
〇
円
、
コ
ー
チ
代
八
〇
〇

円
、
雑
費
三
〇
〇
円計
三、
八
五
〇
円
で
す
。
(、酬細
は
体
育
会
へ
)

法学部定員330人に
昇
仕
教
養
教
授

穂
岡
爵
助
(教
餐

助
教授
)

教
獲
教
授

角
岡
康
夫

(教
養
助教
授
)

教
養
教
授

後
藤

敏
雄
(教養
助
教
授
)

教
授
教
授

平
野
実
(教
養
助
教
授
)

理
助
教

授

角
谷
典
疹
(理
助手
)

理
切
教

授

加
藤
利
三
(赴
助
手
)
理
切教

撲

永
田
忍
(理
助手
)

理
助
教

授

村
松
繁
(理
助手
)

理
駅授

雑
賀
亜
賜
(仲
大
理
貿
誠
授
)

併
任

農
学
拶
長
お
よ
ψ
評
講
炉.
小

林
章
(齪
教
授
)

評
議
員
西
朋
太

(工
研
叙
授
)

教
膏
学
部
長
お
よ
び

評
謡
員

鯵
坂
二
夫
(試
育
叙
授
)

理
付
属
大
津
臨
湖
蓉
験
所
教
授

森
下

正
明
(理
敦
授
)

農
教
授
・佐
野
宗

一
(擬
付
厨
演
習
林
教
授
)

農
教
授

橿
田
照
(噛付
嵐
霧

教
授
)

経

済
学
部長
お
よ
び
評
鹸
員

大
檎
隆
撤

(磁教
授
)

巴
ほ
撰
工
教
授

小
田
良
単
(又
鄙

省大
学
学
術
局
科
学
冨
)

理
助
教
授

≡一海
外
出
張

≡

▽
運
実
重
尿

(
文
教
授
)

40
・
12
・
19

～
41

・
7

・
31
巣
洋
炎
術

に
関
す
る
研

究
調
査
に
米
国
へ
▽
道
団
』

一
郎

(法

教
授
)
40

。
12

・
22
～
引
・
8
・
31

国
際
取
引
法
の
研
究
に
フ
ノ
ン
ス
へ
▽

上
野
陽
里

(医
助
教
授
)
41
・
-
・
-

理
の
定
員
増
は
見
送
り

入
学
金
は

一
挙
四
千
円
に

▽

十
四
日
、
文
部
省は
来
年
度
(四
ナ
一年
度
)
の
国
立
大
学
・短
大
の拡
充
計
團を
発表
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
京
大
に
お
い
て
は
法
字
部
と
エ

ム

▽

学
部
石
旧
化
学
科
の拡
充
が
認
め
ら
れ
た
が
、
理
学
部
の
定
員
増
は
見
送
ら
れた
。

△

こ
の
拡
充
計
闘は
、
新
年
度
予
算
架
の

決
定
に
よ
り
本
決り
に
な
った
も
の
。

法
学
部
の
新
規
定
員は
三百
三十
人
と

な
り
、
六
十
人
の増
加
、
工
学
部
石
油

化
学
科
は
五
十
五
人
で
二十
蓋
人
の
増

加
と
な
った
。法
学部
は
、
請
座
の
増

般
、
京
大
法
学部
卒
業者
への
盤
要
増

大
-
東
大康
北
大
法掌
部
定
員
と
のつ

り
あ
い
、
な
どを
理由
に
、
当
初
は
倍

増
に
近
い
四
百人
程
度
の
定員
を
希
望

し
て
い
た
が、
予算
やそ
の他
の
理
由

で
受
け
入れ
ら
れ
な
か
った
.
ま
た
、

定
員
増
を
希
望
し
て
いた
理
学
部
に

は
、
一人も
増
員
は
認
めら
れ
な
か
っ

た
.

こ
の
拡
充
計
画
で
は、
当
初
文
肖省
がロ

大
学
響
験
者
の
急
増に
対
して
五
千
五

百七
十
二人
の
定
員
増
を
大
載
省
に
要

求
レ
た
にも
か
か
わ
ら
ず
、
四
千
五
百

九
十
二
人
に
と
ど
まり
、
公
私
立
大
の

定
員
増
と
あ
わ
せ
て
も
三
万
醐手
百人

と
な
り
、
急
増
対
策
計
圃
を
七
千
四
百

入
下
ま
わ
る
結
果
と
な
っ
た
。
教青
課

程
の
変
更
な
ど
も含
め
、
受
験
者
の
急

増
な
ど
閲
題
の
多
い
新
年
度
入
猷
に、

こ
の
増
員
幅
の
減
少
の
、
さ
ら
に与
え

る
影
響
が
心
配
さ
れ
る
.

ま
た
、
十
三
日
の
文
部
省
大
戦
省
の

次
官折
衝
で
、
函
立
大
学
の
入
字
金
が

四十
一年
度
入
学
者
か
ら
四
千
円
に
引

き
上
げら
れ
る
こ
と
に
な
った
.
現
行

は千
五
百
円
で
、
二
倍
半
以
上
の
殖
上

げ
と
な
る
。
ま
た
受
験
料
(入
学
験
定

料
)は
、
四
十
二
年
度
受
験
者
か
ら
三

千
円
(現
行
午
五
百
円
)
と
儲
増
さ
れ

る
こ
とと
な
った
。
こ
の
た
め
入
学
時

に
必嬰
と
さ
れ
る
金
額
は
現
行
三
千
円

か
り
四
十
一年
度
入
憤
者
五
千
五
百

円
、
四
十
二
年
度
七
千
円
と
、
姉
を
遍

うて
増
大
す
る
こ
と
にな
り、
受
験
生

に
と
って
大
き
な
暫
戯
とな
る
。

ま
た
、
と
か
く
と
り
ざ
たさ
れ
て
い

た
授
菜
料
の
値
上
げ
は、
当
初
一挙
借

増
の
年
額
二
万
四
千
円
(現
行
一万
二

干
円
)
と
の
潤
も
閲
か
れ
た
が、
結
局

見
送
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
梗
様
。

学
校
側
督
促
状
を
発
送

寮
闘
争
緊
迫
化
の
き
ざ
し

二
+
四
日
、
学
校
側
は
、
熊
野
寮
生

冷員
の象
庭
に、
嵜
補料
支
払
督
促
状
驕を
先
送
し
た
。
吉
田
、
熊
野
合
同
闘
箏

委
員
会
は
、
こ
れ
に
対
し
、
負
担
区
分

委
員
長
に
山
田
君

鍵

鱗
鞍
灘
雛

続す
る
た
め
・
督
促
状
の
薔

霧

を

灘
鞭
蕪
縫
睡

の
二点
を
碓
約
し
た
。

し
か
し
、
一月
六
日
、
掌
校
側
は
、

熊
野
策
に
対
じ
、
確
約
を
守
れ
な
い
一

と
通
告
し、
数
人
の
景
生
の家
挺
か
[

ら
の振
り
込
み
寄
宿
料
を
徴
収
し
た

こと
を
亭後
通
告
し
た
.
二
漿
安員

東
大
の
某
助
教
授

が
「国
立
大
掌
の
学

生
は
、
ま
っ
たく
社

会
常
識
が
欠
け
て
い

る
。
公
共
の
施
設
は

汚
し
放
し
で
、
物
を

話
し
会
のル
ール
を
守
b
な
け
れ
「い
が
、
施
設
は
立
派
に
保
た
れ
て
い

は・
璽

切謬

捻

じ
な
い
・
百

と
醤

に
誉
い
て
い
る
。
▼
「テ

実
行
闘
争
でも
って
も
窯
生
の
要
求
,ヤ
ン
デ
i
、
何
も
俺
た
ち
の
も
の
だ
か

顕
麗
擁
雛
麟
鷺
緯
鞍
齢
調獣
競

求を行弩
な

毅

謙

鍵
獅

層う
。
事
笑
、
ど
こ
の
受
験
生
、
大
学

生
の家
庭
で
も
「大
学
を
出
る
ま
で
の

費
用
は
いく
ら
か
」
と
言
った
記
事
、

パ
ン
フ
レ
ント
を
嘆
息
し
な
が
ら
、瀦ん

大
切
に
し
な
い
.
生
活
が
音
し
い
と
言

って
も
粕
構
高
い
も
の
を
買
う
.
そ
の

く
せ
、
何
で
も
国
騨
負
担
を
要
求
し
て

特
櫨
を
振
お
う
と
す
る
。
こ
の
際
授
業

料
な
と
煽
上
げ
し
て
、
公
共
施
設
が
自

一分
た
ち
の
も
の
だ
と
い
う
意
識
を
徹
底

会
は
、
再
度
に
わ
た
る
学
蒲

の
亜

さ
せ
、
少
々
社
会
常
訟
の
警

で
も
し

約
遵
反に
対
し
て
学
校
側
が
止
状
な

た
力
が
い
い
.
私
立
な
ん
か
畏
用
も
高

同
学
会
役
員
改
選

新
執
行
部
民
青
系
が
独
占

}
舶先
の
選
挙
で
新
し
く
選
出
さ
れ
た
同

学
会
代
議
員
に
よ
る
第
一回
の
代
議員

会
が
十
二
月
十
三
日
(月
)
に
開
催さ

れ
、
後
期
の
執
行
部
が
選
出
さ
れ
た
。

新
委
員
長
に
は
前
同
学
会
代
議
員
会
議

長
の
山
田
武
生
営
(瓦
L
)
が
、
副
委

員
長
に
は
三
回
生
経
済
学
部
の
本
多
三

郎
書
が
、
そ
れ
ぞ
れ
就
任
し
た
。
こ
の

新
執
行部
は
、
前
期
に
続
い
て
軌
一派

が独
占し
た
が
、
旧
主
流
派
か
ら
統

派
へ
の
ヘゲ
モ
ニ
ー
の流
勤
を
経
に
六

丑
年
代
後
半
を
回
か
え
て
の
京
大
学
生

運
動
が
ど
う
い
った
勤
き
を
み
せ
る
か

が
多
い
に
注
目
さ
れ
て
い
る
.
ま
た
、

「第
二府
学
連
問
題
」
が
今
後
の
大
き

な
問
題
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る
が
今
執

行部
を
統
一派
が
握
った
こ
と
に
よ
り

こ
の間
題
が
ど
う
い
った
展
開
を
見
せ

る
か
と
いう
こ
と
に
も
、
犬
さ
な
注
目

が
よ
せら
れ
て
い
る
。

な
お新
同
学
会役
員
は
次
の
と
お
り

委
員
長

山
田武
生
(nL
)

副
委
員長

書
記
周
中執

文
化
中
魂

本
多
三
郎
(皿E
)

湯
山哲
ザ
(皿S
)

松
水
健
二
(皿慰
)

厚
生
中
訊

椥
ケ
瀕
孝
二

運
動
中
執

星
山
忠
史
(皿
S
)

会
討
中
執

緒
力
葡二
郎

修

学
院

寮

建

設

延

び

る

熊
野
寮
石
油
ス
ト
ー
ブ
入
る

占
田
景
(粛
騰
郁夫
.安員
長
・押
δ)

熊
野
景
(柴
田重
徳
女員
長
・払
2
)

図
判
行委
員
会お
よ
び漿
生
は
、
新
祭

間
題
、
外
人
寄
宿含
閻
題
、
熊
野
寮
暖

厨
問
題
、
負
担
区分
間
題
な
ど
で昨
年

十
二
月
二
昌、
十
四
目
字
生
部
長
、
二

十
一日
字
長、
二十
七
目
暉
生
課
長
、

今
律
一月
十
二
〕ロ、
学
生
部
長
と
五
回

に
わ
た
り
話
し合
いを
行
な
って
さた

が
、
結
局
、
来年
度
逮岐
予
定
の修
'5ず

院
漿
(仮
称
・約
四
日入
収
'"字
定
)

論
点
か
み
合
わ
ず
低
調

昨
年
暮
の
全
自
代

秋
の日輔回争の
嬢

学生運動
轟

難

嘉

郵
藁

代
表
者
去
議
(全
自代
)
がさ
る十
二

月
+
ハ
、
九
日
の
二
日間
に
わ
た
って

東
尿
、
明
治
大
学
で
行な
わ
れ
た
。
反

民
甫
系
自
治
会
の
相
対
則'炭退
、
新
左

置
各
潮
派
の
日
韓
闘
争
の不
発
な
ど
が

会
議
開
催
の
主
盟
な
湶園
と
見
ら
れ
、

全
国
各
地
か
ら
、
東
京都
字
連
を
中
心

に
約
千
人
が
精
集
、
日韓
総
拮
を
めぐ

っ
て
論
戦
か
交
わさ
れた
。

全
自
代
に
参
加
した
憲な
潮
流
は
統

一社
学
同
、
社
掌
同
マ
ル戦
派
、
社

学
同
M
L
派
、
マ
ル
ク
ス
主義
字
生

同
盟
中
核
派
、
同
輩
命的
マ
ル
ク
ス

申一藏
派
、
社
討
回
解
放派
な
ど
で日

韓
総
沽
に
関
し
ても
各
派
の連
動
論

の
正
当
性
の
五
張
た
け
かあ
って
論

争
が
あ
ま
り
か
み
あ
わな
か
った
郎

分
も
あ
る
よ
つ
で
あ
る
。ま
た
利
向

同
解
放
派
と
中
核
派
と
の間
に
者
十

論
争
が
あ
っ
た
他
、
全
体と
し
て
は

低
調
な
全
自
代
で
あ
った
も
よ
つ
て

あ
る
。
そ
の
他
幕
館
闘
笹を
推
血し

て
い
る
畢
大
、
中
大
から
闘
舶報
告

が
あ
っ
た
。

こ
の
全
自
代
を
契
期に
、
分
製
し
て
い

る
全
国
学
生
戦
線
の
止
揚
申露騨
Oζ
ζ

は
無
岨
と
見
ら
れ
、
旧
隙
依
然
と
し
た

分
製
杁
況
を
押
し
遣
め
る
こ
と
も
あ
り

得
る
こ
と
、
或
い
は
日
韓
闘
繁
を
経
過

す
る
中
で
凋
落
し
組
織
実
体
を
失
な
っ

て
い
った
翻
流
が
他
の
醐
流
に
吸
収
さ

れ
、
統
一社
学
同
、
黄
マ
ル
侭
、
中
核

が
残
仔
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見

方
も
一部
に
は
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

ろ
、
全
国
学
生
運
動
の
主
覇
権
が
総
体

的
に
民
高系
自
76会
に
よ
って
纂
握
さ

れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
新
左
穏
各
囲
派
の

今
後
の
全国
的
学
生
運
動
の
創
追
的
発

展
は
な
お
け
わ
し
い
の
で
し
汽
い
か
と

見
ら
れ
て
い
る
.

宇

治

化

研

で

ボ

ヤ

一月
十
二目
朝
十
時
ご
ろ
宇
拍構
内

化
掌
研
究
所
超
高
圧
冨
子
顕
微
鈍
至
内

で
工
事
中
シ
ン
ナ
ー
繍
が
バ
ソ
ザリ
ー

に
張
触
し
、
火
花
が
シ
ン
ナ
ー
に
引
火

し
て
、
曙
5、
機
械
軍
、
準
勧
室
に
黒

煙が
妬
満
、
同
室
一部
を
焦
が
し
て
間

もな
く
劉火
し
た
。
隣
罫
、』は
5
0
0

K
V直
流
電
圧
発
生
敦観
及
ひ
電
チ
闘

微
鏡
等
が
置
いて
あ
った
が
、
直
接
被

寳
はな
か
った
模
壊
で
あ
る
●

は
延
期
に
な
り
、
熊
野
祭
に
は
へ、〃ハκ

〕す
だ
け
の働
き
場
を
見
つ
け
る
こ
と
に

け
石
油
ス
ト
ー
ブ
髭
よ
る
暖
房
が
人
り

粗
.恕出
さ
せ
る
。
学
生
は
、
入
った
か

外
人
嵜
宿
舎

は
、
禦
生
の
反
対
で
予
足
一ら

に
は
、
嫌
で
も
い
ろ
い
ろ
な
費
用
を

地
(楽
友
会
館
の
東
側
、
吉
田
寮
用
庭
一 一で

いる
。
モ
し
て
、
高
い
授
業
料
と
板

一費
を
出
し
た
か
ら
に
は
、
そ
れ
を
取
返

内
)
に
錘

な
い
・
と
髪

・
三

出
さ
我

は
、
卒
業
で
き
嘉

父

十
二
月
二
日
、
寮
生
は
外
人
誉
宿
合

建
設
に
つ
い
て
、
熊
野
祭
暖
房
に
つ

い
て
、
新
寮
に
つ
い
て
器
し
合
っ
た

の膵
を
噌り
、
ア
ル
バ
イ
ト
に
精
を
出

し
、
納
める
も
のは
納
め
て
、
勉
年
?

に励
む
ので
あ
る
。
▼
少
κ生
協
π
ど

が
・
学
齎

誓

田
誕

庭
内
に
外
謡

いも
のを
食
へて
も
、
含

董

織
難
繕
灘
雛
講

岬認

た
が寮

篭

鶉

学
生
部
長
と
の
璽

葛

乗
せ
て
くれ
な
い.
墓

し

購

謙
羅
鱗鱗

由
は
とも
あ
れ
、
われ
われ
の周
囲
で

た
た
め、
学
校
側
の妥
協
案
は
流
れ

た
形
とな
った
。

ま
た
熊
野
崇
暖房
問題
で
は
、
学
枚
側

は
(
一)
石
油
ス
ト
ーブ
は
全
部
学
校

が
購
入
する
。
(二
)燃
料
は
寮
生
が

負
担
す
る
案
を
出し
た
が
、
寮
生
側
は

燃
料
喪
全
額
掌
校
負
想を
要
求
し
藷
し

合
い
は
つ
か
ず、
寮
生
は
、
学
放
案

は
、
負
担
区分
政策
を、
な
し
く
ず
し

的
に
寮
生
に
お
し
つ
ける
も
の
であ
る

と
し
て
、
話
し
合
を
∬切
った
た
め
、

二
日
の
話
合
で
は
全
て物
分
れ
に終
っ

た
.

は
値
上
間
題
が
嫌
が
応
でも
話
題に
な

る
。
し
か
し
す
っ
き
り
し
な
い感
じ
が

残
る
。
戦
後
の
日
本
の
独
占
資本
が、

復
活
し
、
高
度
経
済
戒
長
を
迩げ
、
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
企
業
再
編
成、
独
占

集
中
か
進
行
し
、
政
府
は
つ
ね
にイ
ン

フ
レ
政
策
(財
投、
財
政
の
極
肥
大
化
)

で
、
側
面
援
助
し
て
き
た
し
、
これ

か
ら
も
イ
ン
フ
レ
戒
策
は
続
け
ら
れ
る

だ
う
つ。
わ
れ
わ
れ
に
は
、
わ
か
っ
て

い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
止
め
る
こ
と

を
し
な
か
.た
。
何
か嘘
が
あ
る
。
戦

徒
の
す
へて
に
腰
か
あ
?
"つな
気
が

す
佃。

150円

自 由社2胴

轟
撰
雛
繊
卿嫁
欝纒

鹿
島
研
究
所
出
版
会

政
治
・外
交
・経
済
図
書

〈図
書
臼
録
呈
〉
東
京
・
赤
坂
氷
川
町
九

●
法
学
博
士

鹿
島
守
之
助
著
作
選

外
交
史
の
最
高
権
威
鹿
島
博
士
と
そ
の
ア
シ
ス
タ
ン
ト
に
よ

等講
轍
鵬耀
総
輻
謬
撫
灘
講
纏
棚蠕

●
日
本
学
士
院
賞
受
賞

日

英

外

交

史

四三。円

日
本
外
交
政
策

の
史
的
考
察

饗天
。円

世ビ日
界ス
大マ米

夢
因外
の交交

研政
究策史
　 の
二 。告oo

蕊oooo

円 円 円

ノ
●

る迫成
恐冗

 

低

開

発

国

の
経

済

学

共

の

経

済

力

日

本

外

交

の

刷

新

ア
メ
リ
カ
の
東
南
ア
ジ
ア
政
策

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
外
交
史
研
究

鑑名者業卒学全の初で大
よ
尽

判 ・1000頁 ・ク ロ ス 装

1000円(送 料とも)
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価

B

予

現 佳 所

 

●出 身 高 校

 

■学 科

 

●学 部

 

●

H
・ミ
ン
ト
著

紬
械
未
村
訳

雷
奨
著
中

倭
畠
英
二
著

工
八
〇
円

冨
六
〇
円

滅
八
〇
円

部諜 ・役 職 卒 業 年 度

 

●就 職 先好 評 予 約 受 付 中/

名録は実務的な就職先別一覧の形をとり、今後隔年毎に続刊される予定ですが、今回の創刊版

昭和40年度版)に おきましては全卒業者総数6万 余名の うち約4万 名を集録 し、官公庁、会社
ア

種団体の三篇から成るもので、今1月 下旬発行を目指 して編纂いた しております。

 

人

く

各

京都大学卒業者名簿編纂1
承都市鯨 区吉田(㈱ 内)蜘 口
電話(77)8111学 内142甲、振蕎郎

 

7
イ
7
イ
5
ル
ド
番

麗
扇
守
之
助
訳

田
村
奉
策
著

穴
八
〇
円

穴
二〇
円

2月 号
1月10日 発売

特集/中国問題

中共の承認問題
鹿島守之助

二っの中国問題
小坂善太郎

中共の 経 済
前田寿 夫

中国とアメリカ
のアジア政策

」.モーレー

中 ソ 関 係
桑原寿二

中共の党活動
徳田教之

A5判¥80

離
口墨版物の性格上、限定出版にする予定ですので、ご入用の方は、
お早めにご予約下さいますようお■いいたします.

口なお、予約愛母は一応1月31日で締切らせていただきましたが
ご鷺望の方で素紀満蜜されてない方は至急お申込み下さい●

 

隆

゜

国

°゚

593



(2)(薦 曜日)昭和41年(璽966)1月10日

 

闘錦饅大郁窃(第3鯉順物認萌第1269暑

日
韓
闘
争
総
括
試

65年 の闘いの総括
》勘 日帝との対決を持

たない国際反米運動 ・…

 

臣

〈1
>

難
懇
鰹
翻
縫
徽

た
な
質
的
傾
向
と
そ
の
発
展
の指
摘
さ

れ
て
以
来
既
に
ニ
ー
三
年
の
時
期
を経

過
し
た
。
そ
し
て
こ
の
時
間
の
経過

は
、
同
時
に
、
当
初
極
め
て
潜在
的に

あ
る
い
は
部
分
的
萌
芽
的
に
し
か見
出

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
質
的
転換
と新
し

い
傾
向
を
、
現
実
の
運
動
の
中
で
よ
り

鮮
明
に
し
て
全
体
的
に
し
て
き
た
。
当

然
そ
のこ
と
は
こ
れ
と
我
々
と
の
実践

的
関
係
を
深
く
要
求
し
て
い
る
の
でも

あ
る
。
即
ち
情
勢
の
新
た
な
局面
と階

級
闘
争
の
新
た
な
展
開
が
、
そ
れ
を
準

備
し
、
潜
在
的
に
形
成
し
て
行
く
段階

か
ら
、
本
格
的
実
践
的
過
程
へ
の
突
入

で
あ
る
。
六
五
年
の
情
勢
と
階
級
闘
争

の過
程
は
か
か
る
結
節
点
を
な
く
し
て

いた
ので
あ
る
。
従
って
わ
れ
わ
れ
に

と
って
昨
年
度
の
闘
い
の
総
括
は
、運

動
の
具
体
的
過
程
の
把
握
の
中
か
ら
、

依
然
と
し
て
古
い
外
被
と
旧
来
の
様式

の
下
に
展
開
さ
れ
て
い
る
運
動
の新
し

い
質
的
傾
向
と
そ
の
発
展
を
明
確
に

し
、
同
時
に
そ
れ
が
直
面
し
て
いる
壁

と
限
界
を
明
ら
か
に
し
、
それ
を
兎服

璽.鳶粛

欝㌔
鋤 知

ハ ミゆぬ ダ

搬舞
、 箋

一鱗

ま

　き

が

コ

め

塾
蔑
襲

,

き戴1
隔 ・嫌 譜,ヨ

',脚
鉢ウ樋 、引し、o

・・:く驚 ・・い

う

 

煽
。
硬

穏
購
膝

層

発

,
・の

頽

嚇
華

r

P

す
る
労
向
を
全
体
の
遵
動
総
体
と
の関

ヨ連に
お
い
て
見
出
し
て
行
く
ζ
と
でな

け
れ
ば
な
ら
な
い

〈
2
>

藩
庄
雛
雛
鹸

ば
な
ら
な
い
の
は
、
第
一に
ベト
ナ

ム
、
日
韓
闘
争
と
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョナ

リ
ズ
ム
の
問
題
H
戦
後
意
識
の止
揚の

問
題
で
あ
り
、
第
二
に
強
行
採
決を
め

ぐ
る
今
日
の
帝
国
主
義
権
力
と
の
闘争

に
お
け
る
民
主
々
義
の
把
握
の
問
題h

戦
後
政
治
渦親
と
戦
後
民
主
々
義
の止

揚
の
問
題
、
第
三
に
反
合
理
化
闘
争や

学
内
諸
闘
争
等
の
経
済
闘
争
あ
る
いは

個
別
的
経
済
的
要
求
の
闘
争
の
国
家
の

行
政
的
諸
機
関
と
の
衝
突
を
階
級
闘
争

を
全
体
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
の
中
に
いか

に評
価
し
、
位
置
付
け
る
か
11
B
本
的

組
合
宅
義
と
民
同
的
運
動
を
い
か
に
超

える
か
の
問
題
、
そ
し
て
第
四
に
社
共

爽
闘
あ
る
い
は
反
戦
膏
年
委
員
会
さ
ら

に
は
南
年
行
動
委
員
会
を
め
ぐ
る
帝国

‡
義
国
家
と
の
闘
い
の
組
織
論
1ー
布
民

的
統
一戦
線
の
止
揚
と
政
橘
獲
得
へと

迫
る
本
格
的
政
治
的
続
一戦
線
の
形成

}と
新
た
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
ヘ
ゲ
モ
ニ

醸

 

.♂

善嘱

冗
♪

ー
の
創
出
の
問
題
で
あ
る
。
最
後
に
掌

生
運
勤
の
政
治
的
評
価
、
組
織
論
的
追

求
、
学
生
大
衆
聞
に
お
け
る
政
治
的
統

一戦
線
の
再
構
築
と
労
学
提
携
11
反
帝

学
生
運
動
を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
問
題
は
更
に
全
面
的
な
埋
論
的

間
髪
黍
し
て
い
る
.
禦

。て
藷

鵠
禦

明
治
蚕
制
墨
辺

の
安
保
闘
争
を
め
ぐ
る
日本
帝国
主
羨

復
活
論
i
永
続
革
命
諭邑
政
治過
程
論

の
今
日
的
発
展
を
、
日
本
帝国
主鶉
の

今
日
の
社
会
的
政
治
的
特
質
↓
冊国
主

義
椎
力
打
倒
の
革
働
的
政
治
闘箏
の現

代
的
発
展
過
程
ー
階
級
的
統
一戦線
と

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
権
力
の
組
織
論
とし
て

再
構
築
す
る
事
て
あ
る
。
七
し
て
これ

ら
の
課
題
は
、
日
本
階
級
闘
伯
が
今
日

帝
国
⊥
震
国
家
の
今
社
会
的
対
決
に
直

面し
、
こ
の
闘
贋
を
良
正
面
か
・52取
り

上
げ、
戦
略
的
系
統
的
に
雌
求
す
る
事

に直
面
し
て
い
る
那
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
謀
髄
に
応
え
、
今

日
の全
社
会
的
矛
盾
と
潜
在
的
に
蓄
積

され
つつ
あ
る
大
衆
的
工
不
ル
ギ
書
を

}つ
の結
合
さ
れ
た
革
命
的
闘
争
へ
と

結集
す
る
方
向
を
明
ら
か
に
す
る
事

は、
現
実
の
運
動
の
拡
大
と
深
化
の
垣

求
と
共
に
、
否
そ
の
た
め
に
も
、
日
本

階
級
闘
争
に
と
って
緊
急
の
課
題
で
あ

る
。
あ
る
い
は
自
由
民
椎
運
動
ω敗
北

確
立
と
全
一的
支
配
と
表
裏
一体
で
あ

った
事
、
あ
る
い
は
第
一次
大
戦
後
の

階
級
的
激
動
の
後
、
日
本
マ
ル
ク
ス
よ

義
か
そ
の
大
衆
的
工
不
ル
42
ー
と
の
結

合
及
び
そ
の
限
界
の
意
識
化
と
克
服
に

失敗
す
る
と
同
時
に
自
ら
の
展
開
に
挫

折
し
日
本
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
の
成
立
が

疎
外
し
た
大
衆
の
、
亀
命
的
エ
ネ
ル
+

,1か
完
全
な
ま
で
に
国
家
に
吸
収
さ
れ

た
事
実
を
み
る
時
、
そ
し
て
か
か
る
転

換
点を
迎
λて
い
る
今
日
、
こ
の
反
帝

社会
主
義
労
働
者
権
力
の
コ
ー
ス
に
も

と
ず
いた
日
本
マル
ク
ス
上
義
の
復
興

と
展開
、
し
か
も
そ
れ
を
大
衆
闘
争
の

展
望
の中
に
追
求
す
る
事
は
一脚
急
務

で
ある
。従
って
我
々
の
総
括
は
、
常

に
安
保闘
争
の
敗
北
と
旧
共
産
ゴ
義
者

同
盟
を
天衆
闘
争
が
こ
え
る
地
点
に
向

け
て
なさ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
小

論
は
宅
の
全
圓的
展
開
を
試
み
る
も
の

で
は
な
い.
た
だ
出
来
る
な
ら
ば
⊂の

賄
緒
を
ここ
に刻
し
た
い
と
思
つ。

日
本
帝
国
主
義
の
性
格

帝
国
主
義
的
侵
略
体
制
の
完
成

〈3
>

了
㌔固薇
韓
蹴
驕

問
題
、
と
り
わ
け
ア
ジ
ア
情
勢
を
めぐ

る
政
治
動
向
に
設
定
さ
れ
て
き
た
。
そ

し
て
そ
れ
は
当
然
に
も
我
々
に
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョナ
リ
ズ
ム
の
策
践
的
問
題
を

つき
つ
け
て
き
て
い
た
の
で
あ
る
。確

か
に
せ
れ
は
国
際
的
情
勢
ー
I
M
F
危

機
を
頂
点
と
す
る
戦
後
世
界
資
本
主
義

の矛
眉
の
深
ま
り
、
構
造
的
不
況
の
開

始
と
帝
国
‡
義
譜
国
聞
の
対
立
の激
化

と
帝
国
主
義
的
同
盟
の
蓄
し
い
動
揺、

後
進
国
危
機
の
激
化
と
帝
国
孟
義
資本

の
攻
勢
の
中
て
の
労
働
壱
農
民
の
闘
嶺

を
め
ぐ
る
後
進
国
の
国
内
的
国
際
的動

揺
と
再
編
暮
o
に
規
足
さ
れ
ても
た
り

さ
れ
て
き
た
し
、
ま
た
ア
ジ
ア
軸勢
の

激
化
に
よ
って
直
接
的
に
支
配
体制
の

危
機
に
直
面
し
、
政
治
的
軍
事
的
に最

も
直
接
的
反
動
的
役
割
り
を
演
じた
の

が
米
帝
て
あ
、た
の
も
事
実
で
ある
。

だ
が
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
」
ナ
リ
ズ
ム
が

「ナ
シ
ョナ
ル
」
に
お
け
る
合
冠
性
を

媒
体
と
し
て
の
み
健
体
を
も
ち
う
る
こ

と
葱
み
る
な
ら
ば
(と
り
わ
け
帝
国
ま

義
段
階
に
お
い
て
は
)
こ
の
問
題
は
目

本
帝
国
主
義
の
動
回
と
躍
く
関
り
あ
う

地
点
か
ら
把
え
りれ
ね
ば
な
ら
な
い
。

し
た
が
って
問
題
は
か
つ
て
の
60
年
女

保
闘
薯
が
、
日
本
帝
国
主
義
の
復
屑
か

ら
世
界
市
場
へ
野
望
を
日
米
同
盟
の

再
編
を
通
し
て
実
現
し
た
女
保
改
疋
に

対
し
て
、
ア
ジ
ア
情
勢
と
米
帝
と
の
関

連
に
お
け
る
民
族
的
要
求
、平
和
の要

求
そ
も
日
本
独
占
資
本
工
義
の福
力
と

の
闘
い
へ結
集
、
転
化
し
、
戦後
民
⊥

主
義
政
沿
体
制
の
帝
国
上
調的
上部
構

潰
形
璃
への
再
編
に
鋭く
対決
し
、
挫

折
し
た
地
点
を
、
今
日
の
檎
勢
と
の
関

連
に
於
て
、
い
か
に
突
き
進
め
、
そ
の

限
界
を
の
り
こ
え
る
か
で
あ
る
。、

「そ
い
翫
鶴

髄
靴灘

ゴ義
の
発
達
し
た
経
済
的
な
力
及
び
膨

張
力
と
そ
の
経
済
的
政
治
的
軍
箏
的
勢

力
範
囲
と
の
間
の
鋭
い
不
均
衡
の
矛
盾

の解
決
が
、
六
〇
年
代
前
半
に
於
る
如

く
、
I
M
F
体
制
を
軸
と
し
た
国
際
的

均
衡
の
下
で
世
界
市
場
に
於
け
る
経
済

的
競
箏
-
商
品
と
資
本
の
輸
出
競
質
に

打
ち
か
つ
へく
、
生
産
性
と
牛
産
力

に
お
け
る
優
越
の
確
保
-
高
度
成
長
政

策
と
経
済
魏
争
に
よ
る
輸
出
市
場
の
払

大
、
そ
れ
を
補
強
す
る
後
直
国
へ
の
資

本
輸
出
と
い
う
連
関
に
よ
っ
て
は
、
限

界点
に
到
達
し
、
む
し
ろ
不
均
等
発
展

の結
果
、
国
際
的
均
衡
の
崩
壊
、ド
ル

危
機
に
よ
勧貸
伺
資
本
の
激
し
い
不
足

を
契
機
に
露
呈
し
た
戦
後
発
展
の矛
噛

の
全
面
的
顕
在
化
-
過
剰
生
産と
信用

危
機
と
い
う
深
刻
な
経
済
的
不
況を
も

た
ら
し
て
い
る
。
そ
の
中
か
ら
日本
膏

国
工
義
の
特
麻
に
強
烈
な
侵
略
的
衝
動

が
生
み
出
さ
れ
、
そ
し
て
七
の
現
実
形

態
が
〃平
和
的
な
"
商
品
競
争
か
ら、

資
本
輸
出
に
よ
る
ソ
シ
ア
譜
国
の
社
会

経
済
構
成
体
の
冨
握
、
文
配
、
そ
し
て

⊂れ
と
結
合
し
た
目
本
国
家
権
力
に
よ

る
鹸
湿
国
反
動
的
ボ
ナ
パ
ル
チ
ズ
ム
権

力
の
畢握
-
日
帝
を
軸
に
し
た
ア
ジ
ア

の新
た
な
政
拍
的
再
編
、
そ
し
て
か
か

る
捌
圧
民
族
への
転
化
を
通
し
て
国
際

帝
国
丁義
戦
線
の
重
要
な
権
力
要
素
へ

の登
場
と
ア
ジ
ア
に
お
け
る
米
帝
の
政

沿的
軍
事
的
独
占
への
挑
戦
の
目
米
回

盟
内
部
か
ら
の
逼
求
へと
転
化
し
て
い

る
。
七
れ
ら
は
国
内
に
お
け
る
不
況
下

の産
業
合
泥
化
を
通
し
て
の
金
融
寡
頭

制
の碓
立
、
さ
bに
国
凱
確
力
の
ごれ

へ
の従
属
の
強
化
と
、
金
融
寡
頭
制
政

治逐
行
のた
め
の
全
国
家
機
構
の
質
的

転換
、
帝
国
」
羨
的
冨
僚
"
軍
事
機
構

の
冤成
の戦
後
民
三
⊥
鶉
的
政
治
機
構

の
内
と
外か
bの
坦
求
と
一体
化
し
て

遣
行し
て
い
る
。
ま
た
同
時
に
深
刻
な

不
況
の下
で
の
大
規
模
な
合
理
化
政
勢

(、目
切り
、
質
金
凍
紬
、
徹
底
的
な
イ

ンフ
レ
収
鴛
を軸
と
し
た
ド
ソ
シ
・
フ

イ
ン
以
降戦
後
最
大
か
つ
深
刻
な
)

は、
日
本
的
組
合
上
義
を
根
底
か
ら
動

揺さ
せ
つつ
、
生
産
点
に
お
け
る
資
本

の
強椎
的
支
配
と
国
家
の
行
政
的
機
構

と
の結
合
、
及
び
総
評
、
同
盟
を
横
断

的
に
結
ん
だ
労
働
冒
僚
の
帝
国
t
義
的

潮
流
へと
形
成
し
「
社
会
経
済
的
矛
盾

を
深
刻
化
さ
せ
日
本
独
占
枇
会
を
腐
杓

化
さ
せ
て
い
る
。
そ
し
て
日
米
同
盟

は
、
内
部
に
そ
の
帝
国
」
義
的
矛
眉
を

激
化
さ
せ
つ
つ
、
ア
ジ
ア
巾
場
貞
偉
を

めぐ
る
金
融
、
軍
事
問
題
を
軸
と
し
た

帝
国
主
義
的
侵
略
的同
盟
の性
格
を
明

ら
か
に
し
つ
つ
ある
。
わ
れ
わ
れ
は
「

戦
後
世
界
体
制
の変
化」
を
理
由
に
、

米
帝
の
政
治軍
事
的
優
位
を
絶
対
化

し
、
不
均
等
発
展
の
法
則
枕
存
台
定

し
、
日
本
帝国
†義
の
璽
活
を
水
遠
の

過
程
と
し、
日本
独
占
の
帝
国
r義
的

諸
政
策
を
米帝
に従
属
し
た
独
占
の
、

従
属
し
て
いる
が故
に
好
ん
で
取
る
政

策
と
し
て、
帝
国
ヒ
編
的
政
治
を
そ
の

経
済
的本
質か
ら
切
り
副
し
、
一切
を

民
族
矛
眉
に
解
消す
る
今
圓
の超
帝
国

†
義
論
ー
カウ
ノキ
ー
ド義
を
ギ
判
し

な
け
れ
ばな
ら
な
い
。

〈
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灘
烈
鮨
翻
撃
麩

謡
藷

雛

騨鷲

難

}㌫
報
鱒

職臓羅

臨

して曇

れ・市昆義
インテリ
醸

再響
れ・さ
り箋

嚢
さ

7
ンチ
ャが凝似インタ彗ナシ。港

墜

義肇

奮

い嘗

社
意
識
を
温
存
し
たま
ま
、
そ
れ
を
今

日
の
独
占
の
侵
略
的欲
求
に包
摂
し
、

'ての
瀞
生
性
と
日
本独
山資
本
↓
義
の

腐
朽
化
と
の
結
合
の
中
から
、
強権
的

な
金
融
寡
頭
政
拍
の
実
現1
「社会
の

す
ぺ
て
の
穴
を
審
ぐ
」
膨
大な
爵
僚
11

軍
事
機
槽
の
完
域
、
帝
国
ー顔
国
宏
の

総
仕
上
げ
の
過
穐
に
ど
こ
ま
て
深
'＼鋭

く
迫
り
得
た
か
、
即
ち
こ
の亜
裳
な
特

質
と
戦
後
を
狸
得
し
た
帝国
ま
義国
家

と
戦
後
民
⊥
L
義
と
闘
い
の組
織
を
切

り
結
ぶ
点
を
も
っ
て
総
赫
の基
埠と
さ

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
て
の第
一は
へト

ナ
ム
闘
唾
と
の
対象
℃あ
り
、
第
二は

強
行
採
決
を
めぐ
る
戚会
制
段
の問
題

で
あ
り
、
第
三
は杜
共
共
闘
と
反
戦
肖

年
委
の
諦
価
の
貞
こあ
る
。

第
一は
戦
仮
ω
目己
葱
識
あ
るい
は

伊
界
倉
議
と
へ「日
の帝
国
⊥
飛
園
家
の

自
己
官
識
と
の相
剋
で
あ
り
、
こ
の内

的
d
揚
の
問
題て
あ
った
。
春
の
ベト

ナ
ム
闘
争
は
「戦
争
に
巻
さ
込
ま
れ
る

の
は
い
やだ
」と
「ベ
ト
ナ
ム
に
半
和

ロ

を
」
の平
和共
存
北
国
際
的
反
米
帝
、

日
本
にお
け
る
わ
れ
わ
れ
の
「戦
争
と

繍
が難
緯
覆
撒
塑

の
占
疋
性11
ベト
ナ
ム
への
介
入
を
通
　 ,

ズ
ム
を
か
壁

し蓉

の
前
面
選

の葉
に
裂

ド
げ
る
衝
動
と
轟

建

ち
、
二㌔れ
ら
を
日
共
の
国
際
反
米
帝
闘
一行
し
、
他
力
では
日
本
的
組
合
五
義
や

争
路
線
が
、
日
本
の
現
状
の
変
革
に
一

定
の
幻
想
を
与
え
な
が
ら
集
約
した
。

こし
て
そ
の
固
さ
は
選
挙
へ
の
分散
的

集
約
、
さ
ら
に
は
日
鱈
闘
鶉
にお
け

る
、
か
か
る
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の無

禄
ム
、
あ
る
い
は
日
共
の
九
・
一二
晴

魯

薩

の
・
全
体
の
昌

闘
争
の

発
展
と
は
罫
腹
の
急
速
な
後
退
と停
滞

と
な
h、て
(す
な
の
ち
戦
後
の平
和
意

識
U
世
界
意
識
の
崩
壊
、
潜
在
的
帝国

丁
民
義
な
あ
解
体
と
反
動
化
砦

響瞭
化
と
、
Gれ
の
政
党
の
議
会
主
義
戦

術
へ
の系
列
化
の
過
稗
が
進
行
し
た
。

こ
れ
が
〃民
t
工
撹
の
危
機
"
の
本
質

であ
の
、
促
って
A,日
の権
力
の
冨
傑

的
繋
力
的
枕
格
の
全
面
化
に
対
し
て
、

いか
こ
謡
会
制
民
渥
主
義
擁
護
↓
民
王

義

アシ
言

ズ
ム
の
敗
退
)撰

な
幻
想
的
共
鍵

嵩

碧

に
響

た
.
蕎

讐

の
べ
・
ナ
ム
塁

ず
・
筆

の
直
接
闘

争
への
発
展

し
て
自
己
の男

確
ゾ
竃

の
宵
本
写
リ
.ハム
も
存
磨

ζ

では
木
分
化
て
あ
り
な
が
ら
も
、
独自

の
視
点
か
ら
独
自
の
政
治
行
動
を追
求

し
た
政
治
集
団
が
、
職
場
に
お
い
て、

地
域
に
お
い
て
、
学
園
に
お
い
て
潜在

的
に
も
顕
在
勢
に
も
元
成
さ
れ
、
ζし

一て
そ
れ
ら
が
日
韓
闘
領
の
発
展
過程
に

　お
い
て
、
反
戦
脅
年
委
員
会
の
中
心と

し
て
、
大
衆
的
政
泊
討
論
と
大
衆
行動

の推
虚
力
と
な
った
。
そ
の
独
自
の
視

点
と
行
動
と
は
、
ベト
ナ
ム
と
日本
帝

國
仁
義
権
η
と
の
接
汽
の
坦
求
の
中か

り、
目州
ら
の
行
動
の
内
的
根
拠
と
自

一
V列
を
ぬ求
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
りこ

し
て
そ
れ
か
ぶ
つ
か
っ
た
壁
は
、依
然

と
し
て
国
家
の
問
題
、
と
り
わ
け
そ
の

暴
力
への
敗
北
の
問
題
で
あ
り
、同
時

に
既
底
振
尊
部
の
議
会
主
義
的戦
術
の

荊
破
の
問
題
で
あ
⊃
た
。
個
の
牛活
実

体
p簾
象
し
た
巾
民
へ
の
抽
象ー
こ
の

幻
想
的
上
体
の
幻
想
的
揚
棄ー
圃
民
i

即
自
的
諸
階
級
層
-
個
の
円
環
(目共

の
反
米
統
一戦
線
も
こ
の
壁
の
内に
あ

る
)
の
総
体
的
な
白
足
の問
題で
あ

る
.
こ
の
円
環
に
は
国
象は
存
右
せ

ず
、
徒
ノて
貝
体
-
現
実
的階
級も
存

在
レな
い
し
、
ヒ
た
イ
ン
タ
ー
ナシ
」

ノ▼弘、
●

闘
争
の
質
的
拡
大
転
換
を

生
産
点
ー
政
治
闘
争
の
二
重
権
力

識
沼
楚
卿騨
徽

出し
、
帝
国
主
義
国
家
と
の
関
連
に
お

いて
〃戦
後
民
主
主
義
"
を
止
揚
し
な

け
れ
ばな
ら
な
い
。

か
つて
議
会
制
度
が
日
本
の
階
級
闘

螢
にお
いて
愈
昧
を
赫
ち
え
た
の
は
、

決
し
て
七れ
か
「民
工
山
義
制
度
」
σ

あ
る
か
b
では
な
く
、
ま
た
当
然
に
も

そ
れ
が大
衆
の
爾要
水
を
部
分
的
に
も

反
映
し
た、
あ
る
いは
大
衆
が
反
映
さ

せ
る
道
具
とし
て
用
いた
か
らで
も
な

ら

い
。
ま
さ
に
それ
は
大
衆
闘
憤
の
発
展

の
申
で
人
民
が議
会
を
こ元
る
11目
か

ら
を
疎
外す
る
国
家
を
こ
え
、
てこ
に

新
た
な
椿
力
をお
ち
樹
て
る
「人
民
亀

命
」
の
台
疋
的
媒
体
にな
り
得
た
限
り

に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
勿
論
ここ
』は

戦
僅政
冶
体
制
の
中
て
襲
{制
肢
か
、

支
配
の
階
級
惹
志
形成
-
実
現
の
過
程

で
⊥
喪
な
桿
を
なし
、
幻
想
的
共
同
性

と
独
裁
と
矛隠
の機
能
的
処
押
の
場
で

あ
り
、
政
治
支
配
の危
械
を
急
迷に
露

口しす
る
と
い
つ
答観
的条
件
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
運
動
ー
体
に
於
いて
も
、

H
本
的
組
台
r
義
の運
動
が
生
酵
点
に

お
け
る
敗
北
を
組
合
i
義
的政
冷闘
繁

に
ょ
り
て
補
冗
し
、
こし
て
一あ
闘
繁

が
議
会
を
焦
点
に
急
込
匹全国
化し
、

⊂れ
か
社
共
丸
闘
の
巾
民
的
ノ
ロ
ノ
ク

に
よ
って
翫
内
外
を
結
ぶ
闘
争
を展
開

し
て
い
く
と
い
つ情
況
か
あ
.
た
。だ

が
問
題
は
こ
の
闘
笹
の
二
重
判
し
あ
っ

た
の
で
あ
る
。
プ
μ
レ
タ
リ
ア
薯
ト
の

牛
産
点
で
の
敗
北
は
向
時
に
、
各
地
各

職
場
に
戦
闘
的
政
治
グ
ル
ー
ゾ
を
生
み

出
し
、
上
部
構
遺
の
帝
国
上
義
的
反
動

に
対
す
る
闘
い
を
ん
に
塑
求
せ
し
め
、

鱒

今
年
の
学
生
運
動

㎜軸
㎜

日
韓
・選
挙
を
終
っ
て

剛

昨
年
は
十
一月
祭
が
、
頭
上
を
季
節

風
の様
に
吹
き
ぬ
け
て
行
く
の
を襟
兀

ロ

を
あ
わ
せ
な
が
ら
や
り
す
ご
し
た
のも

つか
の
間
、
十
二
月
の
声
を
聞
く
か
聞

か
な
い
う
ち
か
ら
「選
挙
」
と
い
う風

が
坦
い
か
け
て
釆
、
今
年
は
日
韓
総
抽

新
入
生
対
策
が
諏
題
に
な
っ
て
来た
。

十
一月
祭
や
自
治
会
選
挙
を
、
頭
上
を

フ
ィと
か
け
ぬ
け
て
ゆ
く
季
節風
の様

に
し
か
感
じ
な
く
な
っ
た
のは
ー
節
操

の
つず
き
に
無
感
覚
にな
って
いる
と

読
み
ち
が
え
な
い
で
い
た
だき
た
い
が

ー
い
つ
の
頃
か
ら
であ
ろう
か
.
し
か

し
こ
の誤
解
を
ま
ね
く
様
な
感
想
か
り

書
き
出
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、

京
大
の
現
状
の
"特
徴
"
と
て
も
言
え

よ
う
。
こ
れ
は
、
今
回
の
選
挙
が
、
争

点
の全
た
く
明
き
ら
か
て
な
い
も
の
て

あ
った
こ
と
と
無
関
係
で
な
い
が
、
選

挙
に
争
点
が
な
く
な
った
の
は
、
今
に

は
じ
ま
った
こ
と
て
は
な
い
か
ら
、
掌

生
運
動
、
あ
る
い
は
、
自
治
会
活
動
の

存
在
の
仕
力
自
体
と
か
か
わ
る
問
題
て

あ
う
つ。

こ
れ
を
譜
自
沿会
活
動
の
非
有
効
性

と
い
う
漉
言
を
と
ら
な
か
っ
た
の
は、

現
同
掌
会
主
流
派
の
講
君
が
、
か
っ
て

反
L
流
派
と
し
て
「現
在
の
同
学
会
は

僕
達
に
何
に
も
し
て
く
れ
ま
せ
ん
弓

…
」
と
い
って
ガ
ナ
リ
立
て
て
い
た
昌

葉
と
皿
な
り
、
あ
の
時
点
で
は
ら
ん
で

いた
問
題
を
単
に
指
導
の
問
題
に
と
し

て
し
か
受
け
取
ら
ず
、
一期
の
指
導
を

終
えて
も
な
お
が
つ
根
源
的
な
問
題
を

か
いま
見
る
こ
と
す
り出
来
な
い
て
、

ま
た
そ
の同
様
の
重
さ
て
、
ま
た
ガ
ナ

リ
たて
た
お
め
で
た
い
講
君
と
は
、
ま

った
く
無
縁
な
問
題
意
識
で
あ
る
こ
と

を
明示
し
た
か
った
か
ら
で
あ
る
。
も

っと
も
、
こ
の
〃お
め
で
た
さ
"
は
、

彼
ら
自
身
の
も
の
で
あ
る
前
に
「自
冶

ムパも
な
いよ
り
有
る
力
が
…
・」
.tあ

りた
召
た
ち
のイ
蜘
を
認
め
る
の
は
困

繋
では
な
い
.…

…
二
…

彼
52に
よ
,
て
戦
俊民
ト
し
義政
齢体

制
し
お
け
る
入
衆
的
共
闘
組
織
か
急
速

に
大
衆
的
政
治
運
動
の
母
胎
にさ
れ
、

ま
た
か
か
る
共
闘
組
織
が
形
成さ
れ

た
。
てれ
ら
は
帝
国
1
義
復
磁
に
対す

る
闘
墳
の
出
発
点
を
戦
後
憲
法
的
理
念

に
お
い
て
い
た
が
、
そ
れ
は
闘
争
の
性

格
を
幽
め
て
自
然
成
長
的
な
も
の
に

し
、
目
己
を
議会
と
結
び
つ
け
、
こ
の

共
闘
組
織
を
も
って
議
会
を
擁
護
す
る

κ
て辰
開
さ
れ
た
9
他
方
椎
力
の
強
権

的
利
格
と
急
迷
な
帝
国
t
義
復
濡
は
絶

ヌ
ず闘
繁
の戦
闘
化
を
ひ
き
起
し
、
」ご

れは
出
発
貞
の押
念
と
の
矛
盾
を
も
た

り
し、
こ
の
白
疋性
を
発
展
の
媒
介
と

し
て
い
た
。往
って
闘
繁
は
既
成
の
議

会
ー
義
的
冒僚
的指
轟
の
外
か
り
発
生

し
、
絶
え
ず
対
立に
いた
る
と
い
う
意

駄
で
は
二
重
に
目然
発
生
的
℃
あ
っ

た
。
こし
て
こ
の
矛盾
は
、
膚
接
民
主

ー
義
の
要
求
に
Ψ
脚し
た
、
議
全
に
向

け
て
の
戦
闘
的
実
力闘
争
と
そ
れ
に
よ

ろ
闘
繁
の
ヘ
ケ
モ
ニ
ーの
下
部
への
移

行
の
徹
底
的
追
求
と
いう
彫
で
解
決
遺

求
さ
れ
た
。
こ
の
関
運に
お
い
て
こ
ζ

会
判
制
民
主
々
義は
音
昧
を
も
った
の

て
あり
、
当
然
そ
れ
は
暴
力
的
独
占
の

公
然
化
の中
で限
界
に
逢
后
し
て
傾退

し
た
の
だ
が、
こ
こで
も
極
め
て
部
分

離
で
は
あ
り、
そ
の従
退
す
る
共
闘
組

織
の
内
部
よ
り、
そ
れ
を
突
き
破
勾
へ

く
、
殴
保
行動
委員
会
か
目
然
発
生
的

に
下
部
勇
働
召六
衆
自
身
の手
で
、
独

的
申
離

府
の
合
法
的
嚢

政
瞬
構
想

を
か
か
げ
て
も
、
そ
れ
は
た
だ
旧
来
の

上
部
械
造
の
幻
想
哲
を
よ
り
普
遍
的

反
体
制
が
体
制
を
す
る
強
化
構
亀

は
、特
殊な
事
象
に
お
い
て
は
目
新
ら

し
さ
を
感じ
さ
せ
る
か
も
知
れ
な
い

が
、
生
酒
感
覚と
し
て
は
、
一般
的
て

あ
る
。
季
節風
が
家
を強
靭
に
し
て
来

た
の
も
単
近な
例
だ
ろ
う
i
、
学
園
内

に
お
け
る
秩
序
にお
いて
も
例
外
て
は

な
い
。
こ
の
構
造が
反
体
制
に
お
い
て

す
ら
循
環
ず
る
のは
、
誰
ルて
は
な
く

〃自
然
〃の
傾
向性
と
し
て
、
自
省
の

〃冷
た
い
眼
"
は、
あ
らゆ
る
場
に
見

い
出
す
わ
け
てあ
る
。学
生
運
動
に
お

け
る
既
成
の
有
効性
のド
ロ縄
は
、
い

わ
ば
長さ
にお
いて
強
化
さ
れ
る
円
環

を
た
ど
り
始
めて
いら
い、
強
靭
さ
』

お
い
て
強
化
さ
れ
る
こ
とは
、
今
ま
」

な
か
っ
た
.
も
ち
」?
卿て
の
縄が
使
用

さ
れ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
だ
う
つ
が
。

反
対
制
が
体
制
を
強化
す
る
構
造
を

馬
ち
出
し
、
観
念
の
尚
み
へか
け
の
は

って
わ
か
っ
た
様な
論理
を
ひ
ね
く
り

ま
わ
し
て
現
実
を
兄
下
ろし
て
わ
めき

た
て
る
ほ
と
暇
人
でも
な
いし
、
ま

た
、
こ
の
構
愈
を
糖
に
思考
を
俸
止
し

て
他
の
事
に
か
から
な
けれ
ば
な
ら
な

い
ほ
ど
い
そ
が
し
くも
な
い
「一般
大

衆
」
て
あ
る
わ
れ
わ
れは
、
は
か
92ず

も
、
現
在
⊂う
冷
た
くも
な
い自
省
の

眼
に
こ
の
ド
ロ
縄
が
つ
つる
のを
捉
え

る
こ
と
か
出
来
た
わ
け
てあ
るが
、
こ

こ
で
何
か
を
提
起
し
う
るな
ん
て
お
め

で
た
い
こ
と
を
杉
え
よ
い
。

・

三

…

新
耳
翌迎
ん
て
、
〈,年
の
政
沿
・経

蒔
問
題
が
、
各
誌
し
出
そ
ろ
っ
た
観
が

あ
る
。
学
生
運
動
に
お
い
て
も
、
H
韓

闘
僚
総
抽
が
散
発
的
に
な
ご
れ
て
いる

様
て
あ
る
か
、
運
動
が
政
治
過程
と
、

大
衆
意
識
と
の
三
つ
ど
も
え
て
いた
ち

こ
っこ
を
ま
な
い
た
に
の
せて
の
〃理

論
"
闘
憤
に
終
止
符
を
,
つ気
遭
か
、

酔
耳
の
今
目
代
以
後
東
鼠
の各
セ
ク
ト

問
に
生
ま
れ
て
来
て
い
る
よ
つ
で
あ

る
。互

保
以
仮の
相
対
的
な運
動
帆締
刷

に
お
け
る
暴都
府
学
連
の
闘繁
は
令国

学
生
運
動
の
方
向
を
決
短す
り要因
と

な
フた
が
、
そ
れ
が
地
力
的な
状
況
に

似
拠
う
る
こ
と
に
よ
っ
て
遺
め
り
れて

来
た
も
の
こ
あ
る
が
た
め
に
、
政沿
状

況
の先
取
と
い
う
こ
と
が
、
ビ
ど
ノド

にな
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
運
動
の
自
律

的
発
展か
ら
遠
ざ
か
り
仮
定
さ
れ
た
理

論
をプ
ラ
グ
.フ
マテ
ィ
ソク
に
運
動
」

転
化
さ
せ
る
こ
と
で
ジ
リ
食
に
ん
ほ
こ

ら
ざ
る
を
得
な
か
2た
。
日
韓
総
拮
を

な
す
に
あ
た
って
も
、
今
俊の
ワ都
に

お
け
る
写俳
還
動
を
.姻し
る
に
あ
九
っ

て
も
こ
の点
は
弄
通
り
す
.仙こ
と
に
ゆ

る
δれ
な
い
た
う
つ
。

た
だ
し
わ
れ
わ
れ
か
、
戦
色
字
-ー
運

動
史
.匹、
これ
以
ヒ
に
自
己
目
身
に
、

試
実
て
あ
り
た
い
な
り
ぱ
、
近
す
ぎ
0

も
の
に
兇
通
し
の
誤
ま
っ
た
粘
論
を
引

出
す
事
を
い
ζく
濠
い
。
わ
れ
わ
れ
自

身
の中
に
状
況
を
寅
い
込
加て
、
ζの

戴
さ
に
よ
,て
足
ト
で
削
ず
ら
れ
る
た

め
の旭
舷
の
苔
を
聞
さ
た
か
り
さ
り
に

強詞
ね
地
核
に
濡
ち
る
ま
℃

・。

鰻
醐
腿魏
藩
飢藝

る
。
し
か
し
て
れは
目か
り
【つ
の
新

し
い
政
冶
集
団
にな
り
λず
崩
壊
し
た

・

■

嬰
保
蹟
あ
藁

獲
し
鑑

を
も
ら
え
ず
、
実
体
を
慢
失
し
、
大
衆

の発
展
忙
に対
す
る
抑
焦
と
し
て
、
て

の指
碑
は
13僚
的
列
格
を
彊
め
ざ
一40を

得
な
い
。

H
。9
の判
淋
共
闘
は
こ
の
点
を
徹

}低的
に
明
ら
か
に
し
、
そ
の
指
碑
プ
ロ

一・
壼

つ
の
反
動
的
苔

ソ
ク
へ
転

}化
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
反
戦
肯
年
委

一員
会
は
一乃
で
は
民
同
ん
派
指
導
部
が

自
か
ら
の
指
導
に
お
い
て
は
人
衆
の
政

眉的
工
不ル
キー
を
人
衆
的
政
治
討
論

r
大
衆
錫

へと
懇

し
え
ず
・
同
時

に
し
か
も
ての
組
織
が
民
同
ゐ
派
の
現

在
の唯
一
の立
脚
墓
盤
て
あ
り
、
他
力

下
部
大
《
の政
、m的
笈
水
と
工
不
ル
ギ

ー
が
八
フ独
目
0登
場
を
な
し
得
な
い

と
い
つ過
渡
的
凝
協
的
惰
況
の
中
で
、

民
同
し
よ
,て
L
か
ら
、
し
か
も
民
同

指
翼
と
は
一冠
の
枠
内
て
独
目
な
組
織

と
し
て
κ
成
さ
れ
た
。
し
か
し
てれ
と

同
時
に
魑ζ
こ
に
方
翼
ハ不
か
結
集
さ

れ
、
独
自
の政
拍
グ
ル
ー
プ
の
κ
成
と

大
搬
討
.踊-
大
衆
行
動
か
部
分
的
に
し

一ろ
生
み
出
さ
れ
、
闘
争
の
発
展
F望又
え

た
.
し
か
し
一てれ
は
民
同
を
^
傾
化
さ

せ
る
の
℃は
な
'＼

一れ
と
の
対
▽
臥

∫
,た
の
迄あ
る
。
一し
晃
=

・五

1
=
一〇-押

で
、
反
戦
円年
委
は
一

力
で国
家
の疑
乃
性
の
前
に
敗
北
し
、

突
出
部
分
の
解
体
を
趨
し
て
札
会
銘
ー

民
同
に
よ
って
実
質
ー
解
体
さ
れ
、
肉

び議
会
工
議
的
惣
僚
的
指
導
の
内
に
旅

約さ
れ
た
。
こ
こ
に
ご
掻
有
採
決
時

にお
いて
艇
保
闘
憤
時
前
面
に
脊
場
し

た
甫
民
上
義
派
が
完
全
な
沈
黙
を
余
犠

な
く
さ
れ
た
良
因
か
あ
,た
。

聾
鳳
臨
蟹
織
禰

打
破
、
即
ち
民
同
指
麻
と
てれ
の
竿
押

し
た
親
合
機
関
と
は
独
自
の
政
治
集
M

を
生搾
《
に
生
み
出
し
、
か
か
る
簾
団

あ
る
いは
組
織
を
軸
に
大
衆
を
既
存
の

政
治
的組
織
的
状
況
の
中
か
ら
再
編
成

し
つ
つ結
鑑
し
、
てこ
に
独
目
の
政
拍

闘
'旦
機関
を
創
出
し
つ
つ
、
帝
国
ヒ
厩

国
家
ど
の
闘敏
を
こ
の
地
(
か
り拠
点

を
中
心
し
介国
的
に
徹
凪
に
眉
求
し
、

ここ
に
闘
争
の
ヘゲ
沌
二ー
冷葉
中
さ

せ
て
い
く
工
体
的各
観
的
に
も
二
頓
梧

刀
の
状
況
に
ご乏
他
な
りな
い
。
こし

ごの
努
力
は、
あ
る
いは
個
別
的
終
済

要
的
求
の
闘
争
自
身か
、
へ,日
の
資
本

の
強
椎
的
支
配
、
或
いは
労
働
官
僚
の

これ
と
の
癒
魯
、
申に
は
国
家
の
行
政

的
支
配
機
構
と
の
衝
'人に
面
圓す
る
尉

階
て
冨
に
雌
求さ
れ
組
含
の戦
闘
化
も

こ
れ
と
の
関
連
に
お
い
て把
桝
さ
れ
れ

ぱ
な
ら
な
い
。
(刀論
こ
れ
は
目
共
流

勇
色
r
義
的
セ
グ幣

嚢
ては
な
く
、

統
　戦
練
を
趨
して
プ
ロレ
タ
リ
ア
禎

力
へ
の
力
向
を、
こ
の戦
術
的
組
織
的

面
に
お
い
て
い
か
しU11よ
す
るか
で
あ

る
。
)
てし
て
こ
こ
に統
一戦
課
戦
術

の
問
題
か
再
び
検
討さ
れ
ね
ぱ
な
りな

い
。
宇
弓
運
動
も
組
織
論的
」同
質
の

問
題
に
直
卿
し
て
い
・ωと
い
rれ.和9
そ

の
政
剤
潤的
検
田と
八
に我
々
の急
務

で
あ
佃。

(ズ
字
部
四
回
、1)

東
京
都
新
宿
区
矢
来
町
・
振
替
東
京
八
〇
八
番

■
新
春
の
読
●
に
!
話
口
作
を
お
屑
け
し
ま
す
!

あ
さ
や
か
な
女

円

地

文
子
著

芸
者
の
子
に
生ま
れ
、
寄
麗
云人
と
し

ぬ
ゐ

て
幼
い
日
を過
し
た
さ
よ
。
男
か
ら
男

へ
の
遍
歴
の
中に
、
そ
の
美
貌
と牙
知

を
鮮
や
か
に
開花
さ
せ
、
邦
楽
界
に
一

流
を
創
始
レ
た東
承
下
町
女
の
流
転
の

人
生
を
描
いた
最新
作
。
価
三
六
Ω
円

あ
る
女
入
像
甦
鐘
襯
購
難
繍
響

吉
屋
信
子
著
能
鯨
織騨
講
畑能

楽
ぎ
ょ
う
よ
く

宇
能
鴻

一

響欲
人
間
の
奥
深く
で燃
柔

と
き
に
火
焔

を
ふ
き
あ
げ
るよ
▼つな
欲
情
。
快
楽
と

は
何
だ
ろ
う
了
ー
つ
い
に
は
巨
象
と

の
交
わ
り
を
熱
望す
る
に
争
る
青
春
の

烈
し
い
夢
い
きれ
、
鶴
情
を
描
く
「狼

褻
」と
「辣
の
鎖
」収
録
。
価
三
八
〇
円

士目纏
艀
誹

蝦
畿

ヨ
は
へ
の
ホ
ソ

原
始
の島
難
麺

幸

夫
著

戸

川

亜
熱
帯
性多
雨
林、
灼
熱
の
大
陽
と
紺

碧
の
海
に
彩ち
れ
た
琉
球
の
南
端
西
表

島
。
今
な
お
原始
の
謎
を
秘
め
た
こ
の

島
の
臼然
と
風習
、
住
民
の
祖
国
復
帰

の
切
実
な
願
い等
を
記
録
し
た
書
下
ろ

し
紀
行
。
(写
翼版
多
数
)価
四
五
〇
円

日
本
報
道
三
+
年
辮
羅
難
辮

H
・
テ
・
ル
・
マ
ン

袈

襲

騨
簸
騒

黙
の器

能

.男

ソ
と
の
生
活
灘
難
灘

F
・
言

♪

・
・レ
イ
ク

渠

蓑

瀬

綿
舳舗

イ藷

骸

琴
亥
蕎
馨
羅
蝦
一編

ラ
ン
ス
て
学
の
最新
費
。
価
五
五
〇
円

菅
野
昭
止
.清
本
徹
他訳

既
刊
2
冊
/
鞘
亮中
・価
各
四
五
◎
円

柴
田
錬
三郎
時
蒙

説
全
集
/
第
3
回

鑓

辮
雛

雛

鞭

嘲

眠
狂
四郎
籟
響
蕪

難

対言舌

岡人
潔間
/の

擢1
日
本
の
知
件
を
代
表す
る
科
㌻
者
と
文

学
者
が
、学
閥
、茨
術
、思
想
、教
鳶
等
、

広
汎
な
語
ら
い
の
中
に現
代
又明
の
病

患
を
衝
き
、
人
類
の
進む
べき
道
を
小

唆
す
る
。
絶
欠
な
反響
を
呼
ん
た
名
対

話
録
/

大
増
刷
出来
・価
ニニ
O
円

増刷出来!好評!

毛 水 高聖 山 自

沢書み 本い

瑠 少葦巨
義 語物 女 六 塔

山

崎

豊

子

脚

阿

川

弘

之

枷

倉
橋
由
美
子

枷

北

杜

夫

鋤

石
坂
洋
次
郎

鋤

ド
イ

ッ
チ
ャ
ー

山
西
英
　
訳

470

一

無 条件 で 信頼 出来 る生涯 の 友
ドイツ製 高 級万 年 筆

MO網 國mL▲"c
万 年 筆 の最 高峰 …

 

る世 代.に 贈

 

覧、
巾
し若

"erprobt
,bewahrt,garantiert"

一

曳
.
圏
・

山
2,000円 より各種 ござ

錯
乱
の
時

代

へ
の
ア

ブ

ロ
ー

チ

の
た
め
に

社

 

聞新学大都
■_量_轟

駅

 

本
社
で
は
第
七
回
懸
賞
小
混
募
象
を
行
い
ま

す
。
輿
成
の
観
念
に
と
ら
わ
れ
ず
、
新
し
い
視

角
か
ら
こ
の
錯
乱
の
拐
代
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

新
人
を
蚕
場
さ
せ
る
と
い
う
の
が
こ
の
盆
画
の

意
図
で
す
。
今
は
「
女
学
」
氾
濫
の
賠
代
づ
あ

り
、
ま
た
.仙
滞
の
時
代
で
も

の
り
ぼ
す
。
そ
れ

だ
け
に
一
層
、
新
鮮
な
文
学
が
蒙
求
さ
れ
て
い

ま
す
。

過
去
六
回
の
募
集
に
は
、
全
国
大
学
ノ頭
兄
姉

か
ら
多
数
の
こ
応

ヵを
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

前
回
は
入
選
作
な
し
と
い
う
低
調
さ
で
し
た
。

今
回
は
畔
年
同
様
、
井
上
光
晴
、
野
間
宏
両
氏

に
選
昔
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

諸
兄
姉
の
力
作
を
期
待
し
ま
す
。

「皿定規募応

◇
応
募
賛
格

大
学
、
大
学
院
に
在

学
中
の
も
の
(学
外

内
を
問
わ
ず
)
木
発

表
の
も
の
に
阪
る

◇
枚

数

四
〇
〇
芋
ヒ開原
稿
柑

紙
三
〇
枚
以
内

◇
緬
切

日

昭
和
四
十
一
年
三
月

末
日

◇
発

衰

昭
和
四
十
一
向
血
月

下
旬

本
紙
上

◇
賞

金

入
選
(
=
桶
)
三
万
円

佳
作

互
千
円

◇
送

り
先

京
都
巾
左
京
区
山
出

京
大
構
内
、
京
都
大

学
新
聞
社
小
説
係
、

(原
稿
に
は
、
廿
所

氏
名
、
大
学
名
、
字

部
、
学
年
、
年
令
を

明
記
の
こ
と
)

な
お
、
版
権
は
本
社
に
属
し
ま
す
。

原
稿
は
お
返
し
し
ま
せ
ん
。

●

噸枷、

井

上

光

晴

氏

選
者

野

間

宏

氏

井上 氏

野 間 氏
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